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(57)【要約】
　本発明は、張力下で保持されるブレーキ部品をロック
するためのロック装置であって、複数の隣接する歯（６
）を有するラチェット歯列（５）、およびラチェット爪
連結部（８）の回りに回動可能であって、噛合端上に前
記ラチェット歯列（５）に向かう方向に付勢されている
少なくとも１つの噛合先端部（９）を有する、ラチェッ
ト爪（７）を含み、前記ラチェット爪連結部（８）また
は前記ラチェット歯列（５）の片方が、相互に主軸（４
）のまわりに回動可能である、前記ロック装置、および
前記ロック装置を搭載した駐車ブレーキに関する。補助
先端部（１０）が噛合先端部（９）から距離をおいてラ
チェット爪（７）と連動していること、補助ノーズ（１
０）が、噛合先端部（９）の前方でラチェット歯列（５
）と接触させられるように配置されていることにおいて
、改良されたロックを可能にするロック装置または駐車
ブレーキが作成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　張力下で保持されるブレーキ部品をロックするためのロック装置であって、
　複数の隣接する歯（６）を有するラチェット歯列（５）、および
　ラチェット爪連結部（８）の回りに回動可能であって、噛合端において前記ラチェット
歯列（５）に向かう方向に付勢されている少なくとも１つの噛合先端部（９）を有する、
ラチェット爪（７）を備え、
　前記ラチェット爪連結部（８）または前記ラチェット歯列（５）の片方が、他方に対し
て主軸（４）のまわりに回動可能である、ロック装置において、
　前記ラチェット爪（７）には、前記噛合先端部（９）からある距離に、補助先端部（１
０）が備えられているとともに、
　前記補助先端部（１０）は、前記噛合先端部（９）より先に、前記ラチェット歯列（５
）と接触させることができるように配置されていることを特徴とする、前記ロック装置。
【請求項２】
　補助先端部（１０）が、噛合先端部（９）よりも、ラチェット爪連結部（８）と主軸（
４）を結ぶ面（Ｅ）に接近して配置されていることを特徴とする、請求項１に記載のロッ
ク装置。
【請求項３】
　補助先端部（１０）が、ロック方向にラチェット歯列（５）の少なくとも２つの歯だけ
、噛合先端部（９）の前方に配置されていることを特徴とする、請求項１または２に記載
のロック装置。
【請求項４】
　補助先端部（１０）の頂点と噛合先端部（９）の頂点の間の距離が、ラチェット歯列（
５）の１つの歯（６）の歯幅の非整数倍であること、および前記距離が、好ましくは、整
数倍から４分の１歯幅だけ距離があけられていることを特徴とする、請求項１～３のいず
れか一項に記載のロック装置。
【請求項５】
　補助先端部（１０）が、噛合先端部（９）よりも幅が狭く構成されていることを特徴と
する、請求項１～４のいずれか一項に記載のロック装置。
【請求項６】
　補助先端部（１０）がラチェット爪（７）上に配置されるとともに、前記ラチェット爪
（７）が、ラチェット歯列（５）に向かう方向に付勢されていることを特徴とする、請求
項１～５のいずれか一項に記載のロック装置。
【請求項７】
　ラチェット爪連結部（８）に遊びが設けられていることを特徴とする、請求項１～６の
いずれか一項に記載のロック装置。
【請求項８】
　補助先端部（１０）が噛合歯の形態であることを特徴とする、請求項１～７のいずれか
一項に記載のロック装置。
【請求項９】
　補助先端部（１０）が、噛合先端部（９）よりも、ラチェット爪連結部（８）に接近し
て配置されていること、前記補助先端部（１０）および前記噛合先端部（９）の付勢が、
同一のスプリング部材によって行われること、および前記噛合先端部（９）にかかる有効
な力が、前記補助先端部（１０）にかかる力よりも大きいことを特徴とする、請求項１～
８のいずれか一項に記載のロック装置。
【請求項１０】
　噛合先端部（９）が二重歯として構成されていることを特徴とする、請求項１～９のい
ずれか一項に記載のロック装置。
【請求項１１】
　ラチェット歯列（５）が円の周囲に沿って延びていることを特徴とする、請求項１～１
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０のいずれか一項に記載のロック装置。
【請求項１２】
　ラチェット歯列（５）が、駐車ブレーキ（１）の固定部（３）上に配置されていること
を特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載のロック装置。
【請求項１３】
　駐車ブレーキ（１）のレバーホルダ（３）上にブレーキ作動レバー（２）を固定するた
めの、請求項１～１２のいずれか一項に記載のロック装置の使用。
【請求項１４】
　駐車ブレーキのブレーキ作動レバー上にブレーキケーブル調節装置を固定するための、
請求項１～１２のいずれか一項に記載のロック装置の使用。
【請求項１５】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のロック装置を特徴とする、レバーホルダ（３）
に回動可能に連結されたブレーキ作動レバー（２）を備える、車両用の駐車ブレーキ。
【請求項１６】
　レバーホルダ（３）に回動可能に連結されたブレーキ作動レバー（２）、
　複数の隣接する歯（６）を有するラチェット歯列（５）、
　前記ラチェット歯列（５）に対して付勢されることのできる噛合先端部（９）を有する
ラチェット爪（７）であって、前記噛合先端部（９）を前記ラチェット歯列（５）に噛合
させることによって、前記ブレーキ作動レバー（２）を上昇させた位置にロックすること
ができる、前記ラチェット爪（７）、および
　前記噛合先端部（９）を、それによって前記ラチェット歯列（５）から持ち上げて外す
ことのできる解除装置を含む、車両用の駐車ブレーキであって、
　前記ラチェット爪（７）は、補助先端部（１０）を有し、該補助先端部（１０）は、前
記噛合先端部（９）のラチェット歯列（５）に対して、ブレーキ作動レバー（２）の操作
の方向（Ａ）に、前記ラチェット歯列（５）の歯幅の非整数分数だけ、位置をずらせて配
置されており、この分数が２よりも大きいことを特徴とする、前記駐車ブレーキ。
【請求項１７】
　ブレーキ作動レバー（２）がハンドブレーキレバーとして設計されていることを特徴と
する、請求項１５または１６に記載の駐車ブレーキ。
【請求項１８】
　ラチェット爪（７）がスプリングユニットによって噛合の方向に付勢されていることを
特徴とする、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の駐車ブレーキ。
【請求項１９】
　スプリングユニットの付勢に逆らってラチェット爪（７）を回動させて、ラチェット歯
列（５）との噛合から外す、解除装置が設けられていることを特徴とする、請求項１８に
記載の駐車ブレーキ。
【請求項２０】
　ラチェット爪連結部（８）が、ブレーキ作動レバー（２）上に設けられて、ラチェット
歯列（５）から少なくともほぼ一定の距離で、該ブレーキ作動レバー（２）の連結部（４
）のまわりに回動することができることを特徴とする、請求項１５～１９のいずれか一項
に記載の駐車ブレーキ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特許請求項１のプリアンブルに記載された、張力下で保持されるブレーキ部
品をロックするための駐車ブレーキ用のロック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　張力下で保持されるブレーキ部品をロックするためのロック装置は、実際的に公知であ
り、そのようなロック装置においては、第１のブレーキ部品がラチェット歯列を有し、そ
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れに対して第２のブレーキ部品上に設けられたラチェット爪が、噛合先端部を介して噛合
することによって、２つの部品が回転運動において相互に固定される。例示として、この
種のロック装置は、レバーホルダ上のブレーキ作動レバーをロックするため、またはブレ
ーキ作動レバーが引き上げられて、ブレーキケーブル調節装置の自由移動を阻止すること
が想定されているときに、その調節装置をロックするために設けられる。
【０００３】
　既知のロック装置においては、ある下降角度において、歯の形態に成形された噛合先端
部が、噛合先端部が設けられたラチェット爪を準安定的に保持するのに十分な静止摩擦が
あるが、これはまだラチェット歯列の２つの歯面の間の決定的なロック位置ではないとい
う状態で、ラチェット歯列の歯と接触するという問題がある。この準安定位置は、「半ロ
ック」とも呼ばれるものであり、ショック等が発生したときにこれを超えてしまい、その
結果として、噛合先端部が２つの隣接する歯面の凹みに進入して安定なロック位置に到達
する可能性があるが、そうではなく、噛合先端部がすべり出て、ブレーキケーブルの張力
下で、ブレーキ作動レバーとともに下降ブレーキ位置にすべりこみ、駐車ブレーキが固定
されなくなるおそれがある。準安定位置は、特に、接触する噛合先端部の領域に対する接
線と、ラチェット歯列の歯の領域に対する接線とがほぼ平行である場合に発生する。
【０００４】
　独国特許ＤＥ１０２１２６７３Ａ１は、スプリングの張力によって保持される、ケーブ
ル引張ディスクとして設計された、主軸の回りに回動可能なブレーキ部品をロックするた
めのロック装置を示しており、この装置では、複数の隣接する歯を備えるラチェット歯列
がケーブル引張ディスク上に設けられている。ケーブル引張ディスクのラチェット歯列と
噛合させるために、ラチェット爪連結部のまわりに回動可能なラチェット爪が、ブレーキ
作動レバー上に回動可能に配置されており、このラチェット爪は、噛合端において、ラチ
ェット歯列に向かう方向に付勢されて、かつ３つの歯を備える噛合先端部を有して、この
噛合先端部は、噛合先端部の３つの歯の全てが、互いに等間隔で、ラチェット歯列の歯ピ
ッチと一致しており、ラチェット歯列と完全に噛合することができるように設計されてい
る。
【０００５】
　ラチェット爪がラチェット歯列に進入すると、最初にラチェット爪の第１の歯がラチェ
ット歯列と噛合し、ラチェット歯列と接触して、ラチェット爪は回動して噛合位置に入り
、その位置で噛合先端部の３つの歯の全てがラチェット歯列と噛合する。一方、公知のロ
ック装置の欠点は、ラチェット爪の回動において必要となる遊びであり、これは、最初に
、第１の歯１つだけを挿入するために必要である。さらに、等歯間隔であるために、噛合
先端部の歯の全ての歯先が、ラチェット歯列の凹部の外側と接触することになり、それに
よってラチェット爪がすべり出てしまうおそれがある。噛合先端部から間隔を空けて配置
された補助先端部は示されていない。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の目的は、張力下で保持されるブレーキ部品をロックするためのロック装置を明
記するとともに、改良されたロックを可能にする駐車ブレーキを明記することである。
　本発明によれば、この目的は、特許請求項１の特徴を備えるロック装置、および特許請
求項１６の特徴を備える駐車ブレーキによって達成される。
【０００７】
　張力下で保持されるブレーキ部品をロックするための、本発明によるロック装置は、一
方のブレーキ部品上に、複数の隣接する歯を有するラチェット歯列と、他方のブレーキ部
品上にラチェット爪とを有し、このラチェット爪は、ラチェット爪連結部のまわりに回動
可能であって、ラチェット爪の噛合端において突出する少なくとも１つの噛合先端部を有
し、ラチェット歯列に向かう方向に付勢されており、この結果として、回動されると、噛
合先端部が、ラチェット歯列の２つの隣接する歯の間に噛合することによって、有効に逆
回転を防止することができる。２つのブレーキ部品の一方が、主軸に対して回転不能に設
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計されていれば好都合ではあるが、前記の目的で、連結部およびラチェット歯列は、主軸
のまわりに相互に回動可能にされている。
【０００８】
　噛合先端部に加えて、ラチェット爪には、補助先端部が備えられており、この補助先端
部は、噛合先端部から距離を空けて配置されており、ラチェット爪がラチェット歯列に向
かう方向に回動されるときに、補助先端部が最初に接触することが確実にされている。す
なわち、補助先端部は、一種の補助支持部位を形成し、この支持部位のまわりに、噛合先
端部がある量だけ回動可能であり、それによって噛合先端部がラチェット歯列の２つの歯
の間の空間に設定されたように導入されることが確実になる。ラチェット歯列は、歯付き
セグメントとして設計することができる。
【０００９】
　特に好ましい態様によれば、特に、噛合先端部と補助先端部の有効領域間の距離が、す
なわち、歯群としての態様の場合にはその歯付き櫛部（toothed comb）が、ラチェット歯
列の１つの歯の歯幅の整数倍と異なる値であるときに、噛合先端部が、ラチェット歯列の
２つの歯の間の安定な位置に挿入されることが確実となる。このことは、以下の動作原理
によっておこる。補助歯が安定な位置に配置される場合には、補助歯によってラチェット
歯列内に形成される補助支持部位のまわりに回動することによって、噛合先端部が、ラチ
ェット歯列の２つの隣接する歯の間に安定かつ確実に位置決めされ、したがって確実にロ
ックされる。
【００１０】
　補助歯が噛合の準安定な位置にある場合には、噛合先端部に対して非整数距離であるこ
とによって、噛合先端部が準安定位置をとることになる領域に、いかなるときにも噛合先
端部が回動して入らないことが確実になる。その結果、噛合先端部は、常に、安定な位置
に進入する。噛合歯と補助歯との間の距離を規定するために、整数歯間隔に、歯の４分の
１の値を加えることが、特に好ましい。回避すべき準安定ゾーンは、一般に、１歯ピッチ
または１歯幅の最大１５％以下を占め、したがって噛合歯および補助歯は、この種の準安
定ゾーンと同時には接触しないことが確実となる。
【００１１】
　補助先端部が、噛合先端部よりも、ラチェット爪連結部と主軸を結ぶ面により近く配置
されると、好都合である。理想的には、これによって、ラチェット爪がさらに下げられる
のに伴って補助支持部位を形成する補助歯が下降運動する間に、２つの軸、すなわちラチ
ェット爪連結部および主軸を結ぶ面を越えることが確実となり、その結果として、力が本
質的に噛合先端部に作用し、噛合先端部をラチェット歯列中に確実に移動させる。しかし
ながら、有効なレバー比によって、このことは、いかなる場合にも、噛合先端部に作用す
る力は、補助先端部に作用する力よりも大きくなるという効果がある。
【００１２】
　補助先端部は、噛合先端部から複数の歯だけ間隔を空けられて、操作の方向においてラ
チェット歯列に対して噛合先端部より先行すれば好都合である。有効な補助支持部位を提
供するために、噛合先端部と補助先端部との間の距離は、少なくとも複数の歯、すなわち
、ラチェット歯列のピッチまたは歯幅の倍数であり、好ましくは、この数の２倍、場合に
よっては最大５倍でもよく、一般には約７～１０枚以下の歯であれば好都合である。また
、一般に、距離は選択される歯ピッチにも依存し、整数ではない距離が好ましい。
【００１３】
　その結果として、ラチェット歯列または歯付きセグメントは、実際のロックに必要とな
るよりは、この歯の数だけ、相応して長くされている。一般に、ラチェット歯列は、ブレ
ーキケーブルが緩んだ場合に、より高い張力を加えられるようにするために、いずれの場
合にも、追加の歯を備えている。しかしながら、ラチェット歯列の外部の、接続セグメン
トに追加の部分を設けることも可能であり、それはこのセグメントには、噛合先端部が噛
合する歯付きセグメントのその部分ほど、大きな応力がかからないためである。実際には
、１未満の量だけ増大または減少させた、２°の操作角度に対応する、ある数の歯、すな
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わち、例えば角度当たり１枚の歯で、２．２５枚の歯の値、または角度当たり２枚の歯で
４．２５枚の歯を、適当な距離として選択することができる。
【００１４】
　しかしながら、１未満の分数だけ増大または減少させた、操作角度３°、４°または５
°に対応する値を選択することも可能である。ここでの驚くべき事実は、距離が非常に小
さい場合でも適当なトルクが達成されることである。補助先端部が、噛合先端部から、２
枚歯幅の距離だけ間隔を空けられている場合には、噛合先端部と補助先端部の間に、１枚
歯幅に対応する間隙が設けられる。しかしながら、この間隙は、１枚の歯幅の非整数倍と
するのが好ましい。
【００１５】
　ラチェット爪に備えられる補助先端部は、好ましくは、ラチェット爪自体の上に配置さ
れ、接続ジョイントによる回動可能な配設か、またはラチェット爪との一体形成のいずれ
でも可能である。一体構成は、特に、噛合先端部に対する距離がわかっていることにより
、確実な噛合運動学（kinematics）が得られ、特定の支持部位を必要とせず、またラチェ
ット爪の製造が簡単であるという利点がある。
【００１６】
　噛合先端部をラチェット歯列の２つの隣接する歯の間にぴったりと入るように噛合先端
部を全体的に設計して、補助先端部を、噛合先端部よりも幅を狭くするのが好ましい。補
助先端部に対する距離が、歯幅の非整数倍である場合には、このことは、噛合先端部がラ
チェット歯列にぴったりと進入することによって、補助先端部がラチェット歯列の２つの
異なる歯の間の対応する凹部に完全に進入することができず、逆に、２つの隣接する歯の
間の谷（trough）の底から出されるという効果がある。この工程中のジャミング（jammin
g）を防止するために、この補助先端部は、噛合先端部よりも幅を狭くされており、その
差は、噛合先端部の寸法の約４分の１から２分の１になっている。代替案として、特に、
噛合先端部を、ラチェット歯列にまったく進入することがないようにするために、非常に
厚くすることも可能であり、特に、球などとして設計して、それをラチェット歯列の２つ
の歯先によって確実かつ再現可能に中心位置を決め、それによって補助支持部位を規定す
ることができる。
【００１７】
　ラチェット爪が、ラチェット歯列に向かう方向に付勢されていると好都合であり、第１
の態様によれば、このことは、ロック用のラチェット爪に作用する、この目的のためにだ
け設けられているスプリングによって達成される。別の態様によれば、ロック用のラチェ
ット爪を、二重アームレバーとして設計することも可能であり、付勢は、２つのレバーア
ームの一方によって形成されたラチェット爪を他方のレバーアームに対して付勢する、ス
プリング部材によって与えるか、または２本のレバーアームの剛性態様または半剛性態様
の場合には、２本のレバーアームの２番目を付勢する、特に牽引する、スプリングによっ
て与えることができる。
【００１８】
　ラチェット爪連結部は、好ましくは遊びを設け、それによって、ラチェット歯列上での
補助先端部の転がりを促進して、特に、補助先端部とラチェット歯列の準安定接触の状況
において、補助連結部のまわりの転がり運動を無作為に阻止することがないことを確実に
する。特に好ましい１つの可能性は、ある方位の細長い穴または楕円形目穴の形態で遊び
を具現化することであり、ノイズ発生はわずかに変形可能なブッシュによって抑えること
ができるが、軸受に固有の公差を遊びとして使用することができる。同様にして、目穴は
、挿入されるピンに対して規定された間隙を有してもよく、これは補助先端部と反対側に
設けるのが好ましい。
【００１９】
　補助先端部は、好ましくは、歯形設計のものであり、それによってラチェット歯列への
確実で再現可能な噛合を保証して、その発生確率が低い、ラチェット歯列の歯の歯面との
準安定接触を例外として、瞬時に決定的なロックをするジョイントを形成する。しかしな
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がら、補助先端部を、その他の幾何学形状、例えば、ボールとして、または球形キャップ
の形態として、あるいは小型ギアセグメントとして、具現化することが可能であり、これ
らは特に、転がり運動を促進する。
【００２０】
　補助先端部が、噛合先端部よりも、ラチェット爪連結部に近く配置され、ラチェット爪
がラチェット歯列の上を牽引されるときのラチェット爪の動きによって、噛合先端部が補
助先端部よりもさらに離脱していると、好都合であり、その結果として、補助先端部がラ
チェット歯列の上でガタガタと動き、この過程でノイズを発生する。ここで、特徴的なガ
タガタノイズ（rattling noise）は、従来技術におけるように、分割ラチェット爪などを
用いて低減することができるが、好ましくは、例えばラチェット爪連結部における遊びを
利用する、減衰機構を含む補助先端部によって低減される。さらに、補助先端部は、特に
頑強であるが、なお低ノイズであるプラスチックで構成することができる。減衰機構は、
減衰部材、例えば、ラチェット爪内に配置されて間隙を裏打ちする、エラストマー材料に
よって形成することができ、その結果として、ノイズおよび振動がその減衰部材によって
減衰される。特に、減衰部材は、例えば、間隙を裏打ちするテフロン（登録商標）製のブ
ッシュの厚肉化した部分として設計することができる。
【００２１】
　補助先端部の付勢および噛合先端部の付勢は、好ましくは、共通のスプリング部材によ
って行い、補助先端部が自動的に付勢される場合にはそうなるように、補助先端部が、噛
合先端部との関係で、それ自体の付勢装置を必要としないようにする。このようなレバー
比によって、噛合先端部に対する有効な力は、補助先端部に対するよりも大きくなり、そ
の結果として、ロック装置の最終ロックが噛合先端部によって達成される。
【００２２】
　第１の態様によれば、噛合先端部は、ラチェット歯列に向かう方向に突出する歯を有し
、この歯がラチェット歯列に進入すると、隣接する２つの歯または互いに対向するその歯
面の間に、実質的に決定的なロックの状態で挿入される。二重歯として設計された噛合先
端部の隣接する歯の間に進入する、ラチェット歯列の歯は、決定的なロックの状態で確実
に把持されるので、噛合先端部を小型の歯付きセグメント、特に、２つの歯を備えるセグ
メントとして設計して、それによってラチェット歯列上の保持の安定性をさらに向上させ
ることも可能である。
【００２３】
　ラチェット歯列が円の周囲に沿って延びており、それによって主軸のまわりに円形に延
びる歯付き櫛部を形成していると好都合である。これによって、単一の軸のまわりに回動
させることによって、ラチェット爪連結部を、ラチェット歯列の周囲と同心の一定半径の
まわりに効果的に回動させることができる。しかしながら、例えば、ラチェット爪が、例
えば四棒リンク機構（four-bar linkage arrangement）によって達成されるような曲線に
沿って移動されるときに、ラチェット歯列を、それぞれに選択された回動曲線に適合させ
ることができる。
【００２４】
　ラチェット歯列が駐車ブレーキの固定部に配置されており、特に、ラチェット歯列が、
固定部に固定された歯付きセグメントとして設計できると好都合である。これによって、
固定部を経済的に製作することが可能になり、一方で、特に耐摩耗性のラチェット歯列を
、歯付きセグメント、例えば、硬質金属構成部品として設計して、固定部上に保持するこ
とができる。しかし、移動部上にラチェット歯列を固定することも可能であり、この場合
には、選択されるラチェット爪連結部は、移動ラチェット歯列に対して固定するのが好ま
しい。
【００２５】
　第１の好ましい使用によれば、ロック装置は、駐車ブレーキのレバーホルダ上のブレー
キ作動レバーを固定するように設計されており、この場合には、ラチェット歯列はレバー
ホルダ上に固定されており、ラチェット爪はブレーキ作動レバー上に固定されており、例
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えば、ブレーキ作動レバーは、主軸およびラチェット歯列のまわりに回動可能に設計され
ており、それによって、ブレーキ作動レバーを操作動作が完了すると、ラチェット爪の噛
合先端部が、レバーホルダのラチェット歯列に抗してブレーキ作動レバーをロックする。
【００２６】
　第２の好ましい使用は、ブレーキケーブルの外向き方向と反対に付勢されたブレーキ部
品が、ブレーキケーブル調節装置を形成し、ラチェット歯列を備えており、このラチェッ
ト歯列は、ブレーキケーブル調節装置が降伏するのを防止するために、ブレーキ作動レバ
ーによってブレーキが作動されたときに、ラチェット爪によって固定して構成される。こ
こで、ラチェット爪は、ブレーキケーブル調節装置をブレーキ作動レバーに接続し、それ
によって両者を共同で締付／操作することができる。ブレーキ作動レバーは、手動式駐車
ブレーキのハンドグリップまたは足踏み式駐車ブレーキのペダルのいずれかとして設計す
ることができる。
【００２７】
　本発明による駐車ブレーキは、好ましくは本発明によるロック装置を特徴として、レバ
ーホルダ上に回動可能に配置されたブレーキ作動レバーを有する。ラチェット歯列に、レ
バーホルダ上の複数の隣接する歯が配置されている場合には、ラチェット歯列に逆らって
付勢された噛合先端部を備えるラチェット爪は、ブレーキ作動レバー上に回動可能に固定
され、ブレーキ作動レバーを、ラチェット歯列と噛合する噛合先端部によってロックする
ことが可能である。ロックを解除するために、ラチェット爪または噛合先端部をそれによ
ってラチェット歯列から持ち上げて外す、解除装置が必要となり、この装置は、一般に、
手動式駐車ブレーキの場合にはハンドグリップ上の押しボタンとして設計され、足踏み式
駐車ブレーキの場合には、一般に、手動作動可能なハンドルとして設計される。この場合
に、ラチェット爪は、噛合先端部のラチェット歯列に対するブレーキ方向に、ラチェット
歯列の歯幅の倍数だけ位置をずらせて配置されている、補助先端部を有し、それによって
補助支持部位を可能にする。
【００２８】
　ラチェット爪が、スプリングユニットによって噛合の方向に付勢されていると好都合で
あり、同時に、スプリングユニットは、解除装置をその作動方向と反対に付勢することが
できる。次いで、解除装置は、偶発的な作動を排除する、スプリングユニットの付勢に逆
らってラチェット爪を噛合から外すことができる。
【００２９】
　ラチェット爪連結部が、ブレーキ作動レバー上に設けられており、操作中に、できる限
り均一な力と連続するロック位置とを確保するために、ラチェット歯列からの少なくとも
ほぼ一定の距離で、ブレーキ作動レバーが、ラチェット爪連結部をラチェット歯列のまわ
りに回動させれば好都合である。
【００３０】
　本発明のさらなる利点、開発および特徴は、以下の説明および添付の特許請求の範囲か
ら明らかになるであろう。添付の図面を参照して、好ましい例示的な態様によって、本発
明を以下により詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１はラチェット歯列の歯と噛合して、準安定位置にある、噛合先端部の拡大表
現を示す図である。
【図２】図２はハンドブレーキとして設計された駐車ブレーキの詳細を拡大して示す図で
ある。
【図３】図３は固定位置における、図２の駐車ブレーキの別の詳細を示す図である。
【００３２】
　図１は、「半ロック」が発生した場合を示しており、ロック用のラチェット爪の噛合先
端部は、ラチェット歯列に対して準安定な位置を占めるだけであり、ショックを受けた結
果としてすべり出るおそれがある。ラチェット歯列１０１は、複数の歯１０２を有し、ほ
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ぼ円形セグメント型の輪郭形状を有し、歯凹部１０３が隣接する歯１０２の間に設けられ
ている。駐車ブレーキがかけられると、ブレーキ作動レバーが下降するまで、ラチェット
爪２０１は矢印Ａの方向に回動する。図示された例示的な態様において、ラチェット爪２
０１は、上部歯２０２ａおよび下部歯２０２ｂを備える、二重歯として設計された、噛合
先端部２０２を有する。
【００３３】
　確実なロックを達成するために、噛合先端部２０２の歯２０２ａ、２０２ｂは、ラチェ
ット歯列１０１の隣接する歯１０２の間のそれぞれの凹部１０３に進入することが期待さ
れる。次いで、駐車ブレーキが確実にロックされる。図１に示された接触位置において、
関係する歯１０２、２０２ａの歯面に対する接線はほぼ平行であり、隣接する凹部１０３
に向かう方向への有効な力成分が得られず、その結果として、歯２０２ａは、接触点にお
ける準安定位置において、歯１０２の歯面上に静止する。
【００３４】
　原理的に、歯１０２の半径のセグメントとして示されている、このゾーンＺは、ラチェ
ット爪２０１の回動径路の対応する部分における各歯上で起こり得るものであり、対応す
る駐車ブレーキを搭載する車両の乗員の安全を脅かすことになる。図１に示されている、
ゾーンＺの開始点および終了点は、約１３．５°の角度範囲に対応し、この角度は、主軸
まわりの回動角度として表わされている。このことは、噛合先端部が、この約１３．５°
範囲においていずれかの歯１０２と接触する状況を回避すべきであることを意味している
。
【００３５】
　図２および３は、本発明による駐車ブレーキ１の好ましい例示的態様を示しており、こ
の駐車ブレーキ１は、手動式駐車ブレーキとして設計され、ブレーキ作動レバー２を有し
、この作動レバー２は、その一部分だけが示されており、主軸４上で車体に接続されたレ
バーホルダ３の回りを回動することができるように連結されている。主軸４上の連結部は
、ブレーキ作動レバー用の軸受部位として、従来の方法で設計されている。
【００３６】
　レバーホルダ３の主軸４のまわりの、一定半径の円形セグメント上に、ラチェット歯列
５が配置されており、歯ピッチは、例えば、各歯がブレーキ作動レバーの回動角度１°を
占めるように選択され、その結果としてラチェット歯列のピッチは、歯１枚／角度１°を
占めることになる。ラチェット歯列５の隣接する歯６の間に、それぞれの場合に凹部６ｂ
が形成され、この凹部は、歯６の櫛部６ａ間のほぼ中心に設けられている。図示された態
様においては、ラチェット歯列５は、レバーホルダ３と一体的に形成されているが、この
目的で、レバーホルダ３に固定、例えばかしめ付けされた歯付きセグメントを設けること
ができる。
【００３７】
　ラチェット爪７は、ブレーキ作動レバー２上に、ラチェット爪軸８のまわりに回動でき
るように装着されて、軸受部位は、ラチェット爪内の対応する穴８ａを貫通するリベット
ピンとして設計されており、回転する能力が、穴８ａに配置されたテフロン（登録商標）
ブッシュによって確保されている。
【００３８】
　ラチェット爪７は、本質的に２つのレバーアーム７ａおよび７ｂを有し、第１のレバー
アーム７ａは、噛合先端部９および補助先端部１０を備え、第２のレバー７ｂは、ハンド
グリップ内に誘導されるプッシュロッド用の当接部を有し、それによって、対応する解除
装置が作動されるときに、プッシュロッドが第２のレバー７ｂを後方に押すことができる
ようして、噛合先端部９がラチェット歯列５から離脱することを確実にしている。この目
的で、ブレーキ作動レバーは、まず最初に、短時間、持ち上げられていなくてはならない
。ラチェット爪７は、ブレーキ作動レバー２に対して、ラチェット歯列５に向かう方向に
スプリングによって付勢されており、その結果として、解除装置が作動されない場合には
、スプリングの付勢のために、ラチェット爪７が、ラチェット歯列５への噛合の方向に圧



(10) JP 2012-504074 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

力をかける。
【００３９】
　図２は、ブレーキ作動レバー２がロックされている間の、駐車ブレーキの位置を示して
いる。ブレーキ作動レバー２がロック方向Ａに牽引されると、噛合先端部９よりもラチェ
ット爪軸８に近く配置されている補助先端部１０が、ラチェット歯列５の歯６の上に牽引
されて、その過程において、それがスプリングの付勢に打ち勝つときに、特徴的なチャタ
リング運動を生じる。操作動作Ａが終了すると、補助歯１０が、ラチェット歯列５と最初
に接触し、このことは、準安定の半ロックゾーン内、または２つの隣接する歯６の間の凹
部６ｂにおける補助歯１０の安定噛合に導く領域内のいずれかで起こる。
【００４０】
　両方の場合において、すなわち安定接触位置において、および準安定接触位置において
、ラチェット爪７をラチェット歯列５に向かう方向に押すスプリングの付勢は、噛合先端
部９を、ラチェット歯列に向かう方向にさらに回動させる効果がある。ここで、補助先端
部１０とラチェット歯列５の間の接触点は、補助支持部位を規定し、単にラチェット爪軸
８のまわりだけではなく、同時に、矢印Ｐで示されているように、噛合先端部９の回動を
補助支持部位のまわりに発生させる効果がある。ここで、ラチェット爪連結部８ａにおけ
る遊びを利用して、ラチェット爪７が補助支持部位に対応する位置においてジャミングす
るのが防止される。この遊びによって、ラチェット爪連結部８ａが降伏して、それによっ
て、補助先端部１０が接触しているときでも、いかなる場合にも噛合先端部９がラチェッ
ト歯列５中に挿入させることが可能になる。
【００４１】
　噛合先端部９は、二重歯噛合先端部として設計され、実際の噛合先端部は、上部噛合歯
９ａによって形成され、これに対して第２の噛合歯９ｂは、本質的に、噛合歯９ａを支持
するラチェット歯列５の歯６の後方に噛合する役割を果たす。しかしながら、主として第
２の噛合歯９ｂによってロックさせることも可能である。補助先端部１０または噛合先端
部９の噛合歯９ａ、９ｂの、歯付き櫛部が、ラチェット歯列５の輪郭形状に対して、ラチ
ェット歯列５の歯幅の７＋１／４倍だけ、かつ歯１枚／角度のピッチで間隔を空けられて
おり、これは７．２５°に対応する。
【００４２】
　ここで、噛合先端部１０は、補助先端部９の歯９ａ、９ｂよりも狭く設計されており、
その結果として、ラチェット歯列５のピッチに関して非整数距離であるにもかかわらず、
噛合先端部９がぴったりと据えられるときに、補助先端部１０はジャミングを起こさない
。反対に、より幅の狭い設計の補助先端部１０は、ラチェット歯列５においてロックされ
た噛合先端部９による駐車ブレーキ１の安定ロックを害することなしに、何らかの方法で
凹部６ｂから押し出される。
【００４３】
　噛合先端部１０が、ラチェット歯列５の凹部６ｂ内で安定している場合には、スプリン
グの付勢によって、ラチェット爪９が、噛合先端部１０によって形成される補助支持部位
のまわりにさらに回動し、これらの補助支持部位が、破線Ｅによって示されている、相互
に平行な主軸４とラチェット爪軸８の間の接続面に近いことによって、補助支持部位が、
この接続面Ｅを通って回動し、したがって実質的に力がかからなくなることを確実にする
。これは、ジャミングまたは爪による固定（catching）を回避する、有効な方法である。
このために、矢印Ａの方向への駐車ブレーキの操作動作中に、補助先端部１０が、接続面
Ｅに近く、好ましくは、２枚の歯幅以下の間隔で配置され、特に、主軸４と補助支持部位
の間の接続線の開口角度ａが、可能であれば、歯幅の値の３倍、したがって本事例におい
ては３°以下とする。いかなる場合にも、噛合先端部９は、半ロックゾーンの外側でラチ
ェット歯列５に回動して入り、したがって、確実かつ再現可能に噛合の安定位置に到達す
る。
【００４４】
　補助先端部１０が、半ロックゾーンの領域内でラチェット歯列５上の準安定位置に静止
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している場合には、ラチェット爪７は、補助先端部１０によって形成される、補助支持部
位のまわりに回動する。補助先端部１０が噛合先端部９から非整数距離に予備設定されて
いることによって、噛合先端部９が、ラチェット歯列５上の準安定の支持位置をとらない
ことが確実となり、その結果として、確実に凹部６ｂに進入する。
【００４５】
　図１に示されている、ゾーンＺの開始点および終了点は、約１３．５°の角度範囲だけ
間隔が空けられており、この角度は、主軸４のまわりの回動角度として表わされる。歯幅
で測定された整数距離に、前記ゾーン角度よりも大きい分数を加え、その整数倍から対応
する距離にある、噛合先端部９と補助先端部１０の間の距離を選択することによって、補
助先端部１０と噛合先端部９とが、同時に準安定位置をとらないということが確実になる
。
【００４６】
　最大で１５％のゾーン角度において、整数距離に加えるべき歯幅の分数は、歯幅の１５
％～８５％にすることが可能であり、安全の理由から、全歯幅の少なくとも２０％の距離
を維持すべきである。分数１／２は、問題ゾーンに対する最大距離を提示するが、そうす
ると、補助先端部１０の櫛部が、ラチェット歯列５の歯６の櫛部６ａと一致することにな
り、このことは、可能であるならば、避けるべきであり、その理由から、選択される分数
は、＋１／４または－１／４の限界値に近い。
【００４７】
　本発明は以下のように機能する：ブレーキ作動レバー２の下降位置から開始して、前記
レバーが、操作の方向Ａに移動させられる。この過程において、補助歯１０は、最初にラ
チェット歯列５と接触し、歯毎にラチェット爪７の付勢に打ち勝ちながら、歯群６上を牽
引される。補助先端部１０と比較して、噛合先端部９はラチェット爪軸８との間の距離が
大きいために、噛合先端部９は、ラチェット歯列５から完全に離れる。操作動作Ａが停止
されると、補助先端部１０が最初にラチェット歯列５と接触し、支持接触を介して、ラチ
ェット歯列５との接触点において補助支持部位を形成し、ラチェット爪７に作用するスプ
リングの付勢によって、噛合先端部９が、補助支持部位のまわりをラチェット歯列５に向
かう方向に回動する。次いで、噛合先端部９は、ラチェット歯列５とぴったりと噛合し、
それによって、補助支持部位のまわりに回動することによって、準安定ゾーンとの接触が
防止されることが確実になる。次いで、噛合先端部９は、駐車ブレーキ１をロックする。
【００４８】
　駐車ブレーキ１が再び解放される場合には、解除装置が作動されて、プッシュロッドを
レバーアーム７ｂ上の解除装置に対向する表面に対して押しつけて、そのレバーアームを
、ラチェット爪７に作用するスプリングの付勢に逆らって、ラチェット爪軸８のまわりに
回動させる。このことは、プッシュロッドの移動が予備設定されていることによって、噛
合先端部９および補助先端部１０の両方が、２つの先端９、１０のいずれもがブレーキ作
動レバー２の下降を妨害することがない程度まで、ラチェット歯列５との噛合から外れる
ことを意味する。次いで、ブレーキ作動レバー２は、その下降した位置へと再び回動して
入ることができる。下降位置において、噛合先端部９は、ラチェット歯列５の直前の下降
範囲に下降させられ、それに対して、補助先端部１０は、それの噛合先端部からの距離の
量だけ、ラチェット歯列５中にすでに突出している。この位置から開始して、駐車ブレー
キ１を、操作の方向Ａに引き戻すことができる。
【００４９】
　補助先端部１０とラチェット歯列５との接触点に形成される補助支持部位のまわりの回
動運動は、ブレーキ作動レバー２を同様に下降させるときに、完全に下降した位置に到達
する前に発生するものであり、その結果として、駐車ブレーキ１の確実なロックが得られ
る操作の方向だけでなく、ブレーキ作動レバー２をより緊密に操作した状態から開始して
、該レバーをある量だけ移動させて、まだ下降位置ではないが緊密さが低い位置に入れる
ことを理解すべきである。
【００５０】
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　補助先端部１０が、噛合先端部９から歯幅で測定した整数距離から４分の１歯幅だけ間
隔を空けて配置されている例示的な態様を用いて説明した。半ロックゾーンＺの角度範囲
を例外として、その他の非整数距離も考えられることを理解すべきである。
　以上、噛合先端部９が２つの歯９ａ、９ｂを備える例示的な態様を参照して、本発明を
説明した。噛合先端部は、１つの歯だけ、または３つ以上の歯を備えて設計することもで
きることを理解すべきである。
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